
設備工事： シート番号

ＥＶｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞの感知器用 10-4

電気 空調 衛生 その他 点検口の防水対策

○ － － ○

　■防水対策の必要性

　・ＥＶｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞの感知器用既成点検口は、屋外仕様が無

　　いので屋外に設ける場合は、防水対策が必要です。

　■防水対策例

　・感知器用点検口の外側に鋼製枠SD点検口を設けます。

　・鋼製枠SD点検口の底部は万一、雨水が浸入した場合

　　に外部に自然排出できるよう外勾配とします。

　■工事区分の明確化

　・建築と設備の工事区分を明確にしてください。

　（鋼製枠SD点検口の設置工事は建築依頼してください）

　　　　　　　ＥＶ工事 ：　感知器用点検口

　　建築工事 ：　鋼製枠SD点検口

　・設備担当者が建築担当者と共に、止水処理について

　　検討しましょう。

　・鋼製枠SD点検口の設置(防水シール共)は、必ず建築

　　に依頼しましょう。

　・止水性能の品質責任の所在を明確にしておきましょ

　　う。

　　□詳細の納まりを施工図にて調整済ですか。

　　□SD点検口の底部は確実に外勾配ですか。

　　□SD点検口の水密性に問題ありませんか。

　　□品質責任の所在は明確ですか。

　　・雨水が浸入した場合、ＥＶが水損してしまいます。

　　　場合によってはＥＶの運行に支障をきたします。

　　　ＥＶに不具合が生じないよう、屋外点検口の防水

　　　対策はしっかりと確認しておく必要があります。
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